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　1995年の阪神淡路大震災、2011年の東日本大震災、2016年の熊本地震、2015
年の東北豪雨による鬼怒川の氾濫から毎年のように全国各地で起こる台風や豪雨によ
る水害、今年も頻繁に地震が起こるなど「地震大国の日本」における自然災害は、世
界的な地球温暖化も相まって、これまでとは異なる様相である。
　災害のリスクが高まる中で、経営を考えながらもリスクマネジメントは必要である。
地域における役割を果たすことは医療機関のミッションのため、日頃からの準備や意
識を保持することは大切である。そこで本稿では、地震や水害など自然災害に遭った
ときの医療機関の役割、リスクマネジメントの必要性、防災訓練の実効性などを紹介
したい。

株式会社A&Kメディコンサル.com 代表取締役 佐藤勝浩

病院リスクマネジメントにおける
災害対策と現状認識

防災訓練の必要性と災害への備え

災害時の医療機関の役割と位置付け

良質な医療を効率的に提供することを目

的に、客観的な第三者評価を行う「病院機

能評価事業」は、病院特性に応じた評価を

元に７区分で認定を行っており、2022年４

月１日時点で2,043病院（全病院比：24.8％）

が認定を受けている。

「病院機能評価機能種別版評価項目３rd：

Ver.3.0」では、第４領域「理念達成に向け

た組織運営」の「4.6：病院の危機管理」の

中項目に「4.6.1：災害時の危機管理への対

応を適切に行っている」があり、その評価

の視点は「火災や大規模災害等を想定した

対応体制が整備され、訓練や備蓄等が行わ

れていることを評価する」とされている。

また、その評価の要素は７区分ある病院

によって若干異なるが、①リスクに対する

病院の機能存続計画の策定、内容の見直し、

②緊急時の責任体制、③火災発生時の対応、

③停電時の対応、④大規模災害時の対応、

⑤災害時派遣医療チームや医療救護班の派

遣や受け入れの対応（一般病院３のみ評価）

と記されている。

さらに2019年４月、高度・専門機能の評

価として「救急医療・災害時の医療Ver.1.0」

の認定も始め、第４領域「災害時の適切な

対応のための体制」を「4.1：災害時の医療

支援と院内受け入れ対応のための体制」と

「4.2：病院の指定された役割分担に基づく

特殊災害への対応のための体制が整備され

ている」の２段階に分け、災害時の医療対

応に関する評価を行っている（図表１）。
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医療機関におけるBCP
（事業継続計画）の作成

BCP（事業継続計画）とは、震災などの

緊急時に低下する業務遂行能力を補う非常

時優先業務を開始するための計画である。

指揮命令系統を確立し、業務遂行に必要な

人材・資源、その配分を準備・計画し、タ

イムラインに乗せて確実に遂行するための

ものである。

医療機関においてはMCP（診療継続計

画：Medical Continuity Plan）とも呼ばれ、

①新たな医療提供体制、②インフラ対策、

③ライフラインの復旧予測（３日間）、④ス

図表１　�病院機能評価（高度・専門機能）評価項目：救急医療・災害時の医療Ver.1.0
（2019年４月１日版）
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タッフの招集、⑤非常時指揮命令系統の確

立、⑥非常時の業務優先順位等の内容で

チェック項目が設けられている（図表２）。

東日本大震災後、BCPという名称は一般

的になってきたが、医療機関におけるBCP

は、2018年12月の調査では「策定あり」が

25.0％、「策定なし」が75.0％、災害拠点病

院でも「策定なし」が28.8％という結果で、

「意識」と「役割に対する使命感」の薄さが

感じられる状況である（図表３）。

災害に遭遇した地域とそうでない地域の

意識の濃淡もある。東日本大震災や熊本地

震の際、災害拠点病院がうまく機能せず、

役割を全うできなかったという例もある。

日常時に業務が煩雑化し、人員もギリギリ

で運営している医療機関では、非常時の

BCPや体制を整えておくことは難しく、ど

うしても後回しにせざるを得ないのかもし

れない。

しかし、地域における医療機関の役割と

使命を考えると、BCPの策定は困難であっ

ても、非常時の連絡体制（院内と地域）や

必要物資の備蓄、定期的な避難訓練をはじ

めとする災害訓練の実施、院内のスタッフ

だけでなく入院・通院患者のためにも防災

マニュアルや避難マニュアルを目につくと

ころに設置しておくべきである。

実際の医療機関の災害対応への
リスクマネジメントの例

実際の医療法人病院（200床未満、ケア

ミックス：急性期／回復期／慢性期）の災

害時における医療提供に関するリスクマネ

ジメントを紹介する。

病院機能評価の認定取得に伴い、災害対

策マニュアルを５～６年前に作成し、平常

時と緊急時の医療提供を分け、連絡手段や

災害対策本部の設置、指揮命令系統の確立、

災害レベル別での対応、備蓄品や保守点検、

研修や定期的な防災訓練などを定めている

（図表４）。

さらに、災害対策本部をはじめ各部署や

部門および各課（科）に分け、災害レベル

に応じて①責任者、②連絡先（網）、③構成

要員、④役割および主な活動内容、⑤特記

事項などを20ページ程度で構成している。

例えば「臨床検査科」では責任者を科長

とし、①委託業者の職員と連絡を取りなが

ら構成要員を組み、②災害状況の把握→災

害対策本部報告、③職員の非常招集→参集

状況確認、④検査機器の状況の把握と試薬・

血液製剤の在庫確認、⑤構成要員の人員配

置と指示、⑥災害時報告書作成→災害対策

本部への報告が主な活動内容となっている。

また、構成要員は責任者の指示のもと、

①検査室付近にいる患者の安全確保、②被

災状況の確認、③避難経路の確保、④外来

患者の避難誘導、⑤検査機器の状況確認、

⑥試薬・血液製剤の在庫確認および確保、

⑦緊急時検査受付場所の確保と設置、⑧臨

時での手書き等伝票を準備する。

さらに、定期的に春と秋に防災および避

難訓練を自院のホームページや院内掲示で

知らせたうえで実施し、実施後にホームペー

ジにその様子を掲載している。そのうえで

災害に対する意識を低下させないように、

事務部門が工夫して座学の院内研修会も開

催している。
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図表２　�厚労省（2015年９月４日）「BCPの考え方に基づいた病院災害対応計画作成の
手引き」のBCPチェックリストより一部抜粋
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しかし、実際には災害に直面していない

ため、日々の煩雑な業務や人員の問題、物

品の余剰的確保を考えると、経営や運営面

での「負担」を強いることから、モチベー

ションを維持することは難しい。そのため

事務部門では、「患者さんがいる限り、誰か

が災害時や緊急時の対応を考え、言い続け

ないと、災害に直面した場合に何もできな
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෦ٸٹ ˘はいɹ˘いい͑ ઃඋঢ়گʢϦετʣ
ΤϨϕʔλ ˘はいɹ˘いい͑ はいʢˠԿɹɹɹɹɹɹɹʣઃඋঢ়گʢϦετʣ
$5அஔ ˘はいɹ˘いい͑ ઃඋঢ়گʢϦετʣ
ຊ෦ࡦରࡂ ˘はいɹ˘いい͑ ઃඋঢ়گʢϦετʣ

೩ɹྉ

ࣗՈൃిஔͷඋ೩ྉは͋Γ·す
͔ʁ ˘はいɹ˘いい͑ はいˠʢԿ日です͔ʁ

日ʣ༻࣮

೩ྉを༏ઌతにڅڙをडけるͨΊͷ
ఆが͋Γ·す͔ʁڠ·ͨはܖ ˘͋るɹ˘ない ఆॻڠॻɺܖ

डਫ૧
डਫ૧はઃஔ͞れてい·す͔ʁ ˘͋るɹ˘ない

͋るʢˠडਫ૧ͷ߹ܭ༰ྔはͲ
れくらいです͔ʁ -ʣ
ˠ ø日ͷ上ਫಓͷ༻ྔ-ͷˋ

ઃඋঢ়گʢϦετʣ

࣮༺

डਫ૧ɺにはରࡦાஔがࢪ
͞れてい·す͔ʁ ˘͋るɹ˘ない ઃඋঢ়گʢϦετʣ

ਫಓ༺ࡶ
ʢҪށʣ

上ਫಓͷڅڙがಘられない߹にඋ
͑ͨஷਫ૧が͋Γ·す͔ʁ ˘͋るɹ˘ない ͋るʢˠஷਫ૧ͷ߹ܭ༰ྔはͲ

れくらいです͔ʁ -ʣઃඋঢ়گʢϦετʣ

上ਫಓͷڅڙがಘられない߹にඋ
͑ͨҪށが͋Γ·す͔ʁ ˘͋るɹ˘ない ͋るʢˠ ø日͋ͨΓͷ࠷大څڙ

ྔ -ʣઃඋঢ়گʢϦετʣ

図表３　�厚労省（2019年７月31日）「病院の業務継続計画（BCP）策定状況調査の結果（抜粋）」

૯ɹ数 ճ数 ະճ数 ճ ఆࡦ#$1
༗Γ ׂɹ߹ ఆࡦ#$1

ແし ׂ߹ʢ˞úʣ

ප院ڌࡂ þúý ýĀ÷ ûý Āú�ÿ÷� ûĀø þø�ù÷� øĀĀ ùÿ�ÿ÷�
ηϯλʔʢ˞øʣٸٹ໋ٹ þ ý ø ÿü�þ÷� û ýý�þ÷� ù úú�ú÷�
प࢈期ࢠҩྍηϯλʔʢ˞ùʣ þĀ ýÿ øø ÿý�ø÷� ùø ú÷�Ā÷� ûþ ýĀ�ø÷�
上هҎ֎ͷප院 þüü÷ ýüú÷ ø÷ù÷ ÿý�ü÷� øúø÷ ù÷�ø÷� üùù÷ þĀ�Ā÷�
શප院 ÿúþù þùĀû ø÷þÿ ÿþ�ø÷� øÿùý ùü�÷÷� üûýÿ þü�÷÷�
˞ øɹڌࡂප院をؚ·ないɻ
˞ ùɹڌࡂප院ٴͼٸٹ໋ٹηϯλʔをؚ·ない૯߹ɾҬप࢈期ࢠҩྍηϯλʔͷɻ
˞ úɹճ数にରする#$1ࡦఆແしとճしͨප院ͷׂ߹ɻ
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図表４　医療法人の災害対策マニュアル例の一部抜粋

ϚχϡΞϧࡦରࡂ

ҩྍ๏ਓʓʓʓձ
ୈ øষɹ૯ଇ
ø ʵᾇɹɹత
ຊϚχϡΞϧはࡂɺ෩ਫͷ大نൃࡂ生࣌ͷϦεΫにؔしてɺҩྍ๏ਓʓʓʓձに͓け
るࡂɾػةཧにͭいてඞཁ߲ࣄをఆΊɺϦεΫ༧ɾճආ͓よͼൃ࣌ࡂͷਓ໋ͷ҆શならͼにඃ
としてࣾձతؔػにɺҩྍڞ։をਤると࠶ɺૣ期でͷྍମ੍ͷࢭͷࡂ࣍ɺೋݮͷ੍とܰ
を果ͨす͜とをతとするɻ

ø ʵᾈɹฏৗ࣌ͷରԠ
øʣϚχϡΞϧͷपɾཧ
ຊϚχϡΞϧͷཧは૯՝にて͏ߦɻඞཁな変ߋにରԠできるよ͏にཧɾอしɺ変ߋをͪ
に৬һपするもͷで͋るɻ·ͨɺ֤෦ॺͷϚχϡΞϧにͭいてもຊϚχϡΞϧをߟࢀにɺผ్
උする͜ととするɻ

ùʣͷཧɾอ
はɺීஈྲྀ௨している数ࡐثࢿしているҩༀ͓よͼҩྍ༺ɾとなる௨ৗࢿにඞཁな࣌ࡂ
ྔではରԠできない͜と͔らิڅ数ྔをࢉఆしɺՄٴత͔にͦͷରԠがඞཁで͋るɻ·ͨ࣌ࡂ
にಛผにඞཁとなるࢿɾはอॴɾཧऀをಛఆしてɺ໌هしͨϦετを࡞して͓くɻ

úʣࢪઃͷඋɾݕ
をはじΊとするࡂによる͓よͼೋ࣍తなඃを࠷খݶに৯いࢭΊɺප院ػを࠷大ݶに׆
༻するͨΊにɺීஈ͔らࢪઃશମͷఆ期తなݕとඋをଵらないよ͏にするɻಛにՐઃඋɺࣗՈ
ൃిɺҩྍΨεɺΤϨϕʔλʔにͭいてはॏతにඋɾݕを͏ߦɻ

ûʣݚमɾ܇࿅
ຊϚχϡΞϧͷ༰ͷ֬ೝをͨ͏ߦΊɺఆ期తに࣌ࡂをఆしͨ܇࿅を͏ߦɻ
ݱなͲがऀױ間త͓よͼۭ間తཁૉɺٖ࣌ରԠで͋る͜とを೦಄にஔきɺਓɺɺ࣌ࡂʹ࿅܇
࣮とဃしないよ͏にܭըɾ࣮ߦɾলを͏ߦɻඞཁにԠじてɺຊϚχϡΞϧを変ߋしていくɻ

ø ʵᾉɹࡂରࡦຊ෦ʢఆରࡦຊ෦ʣͷઃஔج४͓Αͼػ
ࡂʢʷʷʷҬでͷ üҎ上ͷൃ生ɺ˚˚Ҭでͷ ýҎ上ͷൃ生ʣɺ෩ਫ
ͷൃ生ใをނࣄใなͲͷൃදɾใಓʣɺۙྡでͷಥൃతॏ大ܯਫߑͷൃ生༧ஹʢ෩ɺ大Ӎɺࡂ
ಘͨຊҩྍ๏ਓͷ෦һʢ৬һʣはॳ動׆動ʢใऩूʣを࣮ࢪするɻॳ動׆動にてຊ෦ઃஔにࢸらな
いとࣄ෦がஅしͨ߹はϨϕϧ ÷ʢ øʙ üɿࡂϨϕϧʣとするɻॳ動׆動にてຊ෦ઃஔͷඞ
ཁが͋るとࣄ෦がஅしͨ߹はԼ ø֊ࣄ෦にू߹しɺͪにࡂରࡦຊ෦をཱͪ上͛るɻ
Լ ø֊ࣄ෦が༻ෆՄͷ߹は ø֊ҩࣄ՝とするɻ間ɾٳ日ଳに͓いては ø֊ҩࣄ՝にఆର
ຊ෦をཱͪ上͛るɻࡦ

ຊ෦ࡦఆରຊ෦ɾࡦରࡂ
ଳʣۈຊ෦ʢฏ日ɾ日ࡦରࡂ 日ɾ間ଳʣٳຊ෦ʢࡦఆର

ຊ෦ 院 شࢦ ҩࢣ
෭ຊ෦ ෭院
ຊ෦һ ෦ࣄ ຊ෦һ ऀࣄ

෦ޢ ෦ऀޢ
෭෦ޢ ์ࣹઢऀ
ʣ࣍ࣨܞ෭෦ʢҩྍ࿈ޢ
ҩࣄ՝ऀ
૯՝ऀ
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ø ʵᾊɹࡂରࡦຊ෦ͷใऩू͓Αͼ࿈བྷମ੍
রࢀࢴͷと͓Γɻɹ˞ผࢴ࿈བྷઌҰཡはผͷؔ࣌ࡂຊ෦Ѽʣɺࡦରࡂॻʢࠂͷใ࣌ࡂ

ᶗʵᾋɹࡂϨϕϧͷઃఆͱϨϕϧผରԠͷ֓ཁ
ප院でͷࡂϨϕϧをҎԼͷよ͏にఆするɻϨϕϧͷܾఆはࡂରࡦຊ෦によͬてߦわれるɻ
な͓ɺ͜ͷϨϕϧͷఆはॳͷもͷで͋Γɺࡂͷछྨ࣌間తなܦաܦҢなͲ͞·͟·な݅
によͬて変Խするもͷで͋るɻ

Ϩϕϧࡂ
ϨϕϧผでͷରԠମ੍はԼهにࣔすと͓Γで͋るɻ·ͨɺͦͷରԠମ੍はൃࡂ生ͷ࣌間ଳඃ
にͭいても৬һͷਓతϚϯύϫʔɺڙͷਓ数によΓɺຊ෦によͬてܾఆ͞れるɻྍମ੍ྍఏࡂ
数なͲにԠじてຊ෦がܾఆするɻऀױ

Ϩϕϧ ÷ɿ௨ৗͷྍମ੍ͰରԠՄ
Ϩϕϧ øɿඞཁʹԠͯ͡ྍମ੍ͷՄ൱Λஅ͠ɺࡂରࡦຊ෦Λઃஔ
ɹɹɹɹɹɹඞཁʹԠͯؔ͡࿈৬һͷԠԉΛཁ͢Δ

˞日ۈଳは院をຊ෦ʢෆ在࣌は෭院ʣとしͨࡂରࡦຊ෦をઃஔしɺ௨ৗͷྍମ੍は͓͓ΉͶ
ҡ࣋しɺؔऀͷྗڠをಘてରԠにͨるɻશ৬һͷใࠂはޙࣄに͏ߦɻٳ日ɾ間ଳはҩࢣ
がشࢦとなΓɺ院ʢෆ在࣌は෭院ʣにใࠂするとともにɺຊ෦һʢ৬һʣと࿈ܞしてؔऀͷ
ɻ͏ߦͼग़しをݺ

Ϩϕϧ ùɿଟ͘ͷؔ࿈৬һͷରԠΛཁ͢Δ
ɹɹɹɹɹ֎དྷΛதࢭʢ͋Δ͍ඃऀױࡂ༏ઌʣ
ɹɹɹɹɹ༧ఆखज़Ԇظ

は෭院ʣがܾఆしɺ͔に院࿈࣌がඞཁな߹は院ʢෆ在ྗڠでଟ数ͷ৬һͷنが大ࡂ˞
བྷによͬて院ͷ৬һに࿈བྷをするɻ

˞日ۈଳは௨ৗͷྍମ੍を変ߋしɺ֎དྷ෦ͷதࢭɺ༧ఆखज़͓よͼࠪݕͷԆ期ɺප౩෦は૿চ
ମ੍をऔΓɺຊ֨తなࡂϞʔυͷྍମ੍ͷ֬อを͏ߦɻຊ෦はඞཁにԠじて࣌ٸۓ࿈བྷを༻い
て院֎৬һをটूしɺ৬һは在院ొをޙͨͬߦɺຊ෦ͷࣔࢦにैͬてඞཁな෦にඞཁなਓһを
ஔするɻͦͷޙは֤෦ॺผϚχϡΞϧにैͬて׆動するɻ

˞間ɾٳ日ଳはҩࢣがشࢦとなΓɺ院ʢෆ在࣌は෭院ʣにใࠂしてɺ࣌ٸۓ࿈བྷを༻い
てඞཁなਓһ֬อをਤるɻҩࢣは院·ͨは෭院ͷいͣれ͔が౸ணޙɺຊ෦をަしຊདྷͷ
にઐ೦するɻ

˞院がඃࡂしͨ߹はऀױを҆શなॴにආͤ͞ɺຊ෦にඃࡂใࠂをޙͨͬߦɺ͞れͨප院ػ
を࠷大ݶにར༻してऀױにରԠしなければならないɻ

ຊ෦ ૯՝৬һ
ব֎اըࣨ৬һ

動༰׆ ใऩू 動༰׆ ඃࡂঢ়گѲ
ରԠϨϕϧܾఆࡂ Ϩϕϧܾఆࡂ
ྍମ੍ܾఆ ରԠऀױ
院֎৬һঌू 院֎৬һঌू
ཁݣප院ͷڌࡂ

ϨϕϧผରԠҰཡද
Ϩɹϕɹϧ ຊ෦ઃஔ ֎དྷྍ खज़ɾࠪݕ ৬һঌू पऀױ

Ϩϕϧ ÷ʢ௨ɹɹৗʣ ʷ ˓ ˓ ʷ ˓
Ϩϕϧ øʢܯռஈ֊ʣ ˓ ˚ ˚ ˚ ˓
Ϩϕϧ ùʢඇৗஈ֊ʣ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓
しないࢪɾ࣮ࢭɺʷʹதࢪɺ˚ʹඞཁにԠじ࣮ࢪ࣮ʹ˓˞
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ければ医療機関の存在価値が低下する」と

いう認識を持っている。

終わりに

東日本大震災や熊本地震の際に、民間病

院から緊急物資や緊急車両の要請を受けて

対応したことがあったが、医療提供の前に

ライフラインとなる水や電気、ガスなどの

確保が先決であり、その確保のうえで医療

が提供される。そのため、災害拠点病院の

要件には、備蓄燃料および水を３日間とい

う具体的な数値が示されている。また、自

院だけでなく地域での医療提供も含め、患

者もトリアージを行える体制や日常での訓

練が必要とされる。特に、水の使用量が多

くなる人工透析患者への対応や人工呼吸器

を装着している高齢患者などへの対応が求

められる。

東日本大震災の際、職員へのメンタルケ

アを含めた対応も重要であった。現場で働

く職員も、自分の家族や親族のことが心配・

不安であり、「職員全員で患者を助ける」と

いうだけでなく、職員のことも考えた対応

が望まれる。

現代日本の国土を考えると、いつどこで

災害が発生しても不思議ではない。そのた

め、災害に備えてできるかぎりの準備をし

ておくことは絶対的に必要である。医療機

関によっては地方自治体との合同、ならび

に連携による防災訓練や避難訓練を行って

おり、今や医療機関だけでなく地域全体で

連携して災害に対応する時代となっている。

そのなかで病院経営という視点では、イレ

ギュラー的な要因が災害時での対応であり、

リスクマネジメントとして大切ではあるが、

そのコストや人員などの「負担」を念頭に

置いた病院経営も早めに検討しておく必要

がある。

ø ʵᾌɹ৬һটूํ๏ͷجຊํ͓Αͼܧଓํ๏
øʣ৬һটूجຊํ
ඞཁにԠじてٸۓ࿈བྷでটूするɻ˞֤෦ॺにてɺٸۓ࿈བྷをඋして͓く͜とɻ

ùʣܧۀࣄଓ
ᶃൃࡂ�生࣌ɺެަڞ௨ؔػͷӡߦঢ়گによΓɺؼࠔ͋るいはؼޙͷొ院ࠔが༧͞ݟれる
߹はɺできるݶΓප院にとͲ·ΓɺࡂରԠにඋ͑る͜とɻ

ᶄ�ࣗ ओొ院する৬һはɺࡂରԠͷ期Խをݟਾ͑ɺొ院ޙɺ数日ఔはؼしなくてもよい४උを
してくる͜とɻ

ᶅࡂ�ରԠऀが࿈ଓۈによるർฐでମௐを่͞ないよ͏ɺॴଐはܜٳԾなͲがとれるよ͏な
ॴͷ֬อをߦいɺܧۀࣄଓՄなۈଶをとる͜とɻ

ø ʵᾍɹӃ৬һͷࡏӃొ
院ͷ৬һͷঢ়گをѲするͨΊにɺࡂରࡦຊ෦に͓いてඞཁにԠじ৬һͷ在院ొを͏ߦɻ

ø ʵᾎɹ%."5ʢࡂݣҩྍνʔϜʣɾཱࠃපӃߏػපӃҩྍ൝ɾͦͷଞҩྍνʔϜͷड͚ೖΕ
͏ߦに֎ʢԕִප院ʣ͔らͷ%."5ͷडけೖれをԁࡂප院ɺඃڌҬͷࡂにはɺඃ࣌ࡂ
ඞཁが͋るɻूࢀしͨҩྍνʔϜはຊ෦でडをするɻϘϥϯςΟΞͷਃしग़が͋ͬͨ߹ɺ૯՝
にてडをߦいஔするɻ·ͨΞΫγσϯτにඋ͑ɺඞཁ߲ࣄをهしͨهはඞͣ͜͏ߦとɻ

ù÷ʓʓʓʓ݄ʓʓ日ɹߦࢪ




